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本誌で掲載の情報は6月30日現在のものです。
掲載されたイベントは、新型コロナウイルス感
染症の影響により変更・中止となる場合があ
ります。各問合せ先にご確認ください。

（7/10 ～ 8/9）

鳥の博物館

開館9:30～16:30（入館は16:00まで） 
休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市高野山234-3　TEL：04-7185-2212　
入館料：一般300円、高校・大学生200円、中学生以下無料、
　　　　70歳以上の方・障がい者と介助者1名無料

杉村楚人冠記念館
7月11日（火）～10月1日（日）

開館9:00～16:30（入館は16:00まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-5-5　TEL：04-7187-1131
入館料：一般300円、高校・大学生200円、
　　　　中学生以下無料、団体20名以上2割引

白樺文学館

鳥の博物館周辺で、さまざまな季節の生き物を観察する
散歩感覚の自然観察会です。毎月第二土曜日に開催しています。

あびこ自然観察隊　「セミの羽化観察会」

場所：鳥の博物館 2階企画展示室 てがたん

アビシルベ我孫子おみやげ week
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7/11 （火） ～23 （日）

ライブ・オン・アビシルベ 　　7/16 （日）

手賀沼でカヌーを楽しもう！ 7/23 （日）

第 10 回 岡発戸・都部の谷津～風景写真とチョウ標本展～

　　　　　　　　　　　7/31 （月） ～8/6 （日） 15:00まで

企画展「式場隆三郎展―見えない世界の美しさに心をよせて―」
しきば りゅうざぶろう

1920 年雑誌『白樺』に影響を受け、柳宗悦を訪ねて我孫
子にやってきた式場隆三郎（1898-1965）。式場は精神科医、
民藝運動の推進者として活躍し、山下清を広く紹介した人物
でもあります。本展では、医療、文学、美術などジャンルを
超え多彩な活動を展開した式場の業績を紹介します。

今年は関東大震災から 100
年目となる、節目の年です。 
多くの人々が様々なものを
失ったこの震災ですが、東京
朝日新聞社に勤めていた
ジャーナリスト・杉村楚人冠
もその一人でした。 
今回の展示では、当時の日
本の様子や楚人冠とその家
族の様子を示す資料から、
関東大震災を生きた人々につ
いてご紹介します。 

前期   7月15日（土）～10月9日（月・祝）
後期10月17日（火）～2024 年1月14日（日）

式場隆三郎（1937年 39 歳）

稲村雑談特別版第3弾 「我孫子と柳宗悦」youtubeにて公開中！

臨時休館のお知らせ
7月11日（火）～7月14日（金）まで
展示替えのため臨時休館となります。

講演会「式場隆三郎先生がご支援くださった
　　　　　日本点字図書館とは－その成長の歩みと今」
講師：長岡英司さん（日本点字図書館理事長）
日時：9月30日（土）開演14:00 ～15:30（開場13:30）
場所：生涯学習センターアビスタ1階ホール
定員：100 名（要予約）　費用：無料
申込み：白樺文学館　☎04-7185-2192
申込み受付中

7月15日（土）～2024 年1月14日（日）

7月15日（土）～11月5日（日）

夏期企画展
関東大震災100 年展示
「1923―関東大震災を生きた人々―」 

開館9:30～16:30（入館は16:00まで）
休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-11-8　TEL：04-7185-2192
入館料：一般300円、高校・大学生200円、
　　　　中学生以下無料、団体20名以上2割引

第 92回企画展
「猛禽 ―タカ・フクロウ・ハヤブサ― 」 
空のハンター、猛禽類。一般に猛禽類と呼ばれるタカ・フクロウ・
ハヤブサは分類上のひとつのグループではなく、それぞれ独立
に進化をとげた別のグループです。獲物を捕らえることに特化
した狩人としての生態や、体のつくりの秘密をご紹介します。 
ハヤブサ科のチョウゲンボウ 

手賀沼公園や遊歩道周辺でセミの羽化を観察して歩きます。
セミの抜けがらをあつめて種類を見分けてみましょう。 
日時：7月29日（土）18:30 ～20:00　（雨天中止）
集合場所：我孫子市生涯学習センター「アビスタ」玄関前集合 
参加費：高校生以上100 円（保険料として） 
申込み：☎04-7185-2212
※7月19日（水）8:30より申込み開始 羽化したばかりのセミ

「拾ってみよう！鳥の羽」　

日時：8月12日（土）
　　　10:00 ～12:00（雨天中止） 
集合場所： 鳥の博物館玄関
参加費：高校生以上100 円
　　　　　　（保険料として） 
申込み：☎04-7185-2212 
※8月1日（火）8:30より申込み開始 翼を換羽中のカルガモ

多くの鳥たちは、春から初夏にかけての繁殖が終わると、全身の羽毛
を生え変える換羽を行い、8 月には翼や尾の大きな羽毛もよく落ちて
います。羽を拾って、鳥たちの一年
の生活サイクルを学んでみましょう。 

かんう

※開催時間や申込方法を変更することがありますので、事前に鳥の博物館のウェブページでご確認ください。
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